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職
業
能
力
の
開
発
・
向
上
は 

仕
事
へ
の
や
り
が
い
を
も
た
ら
す

政
府
が
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
第
三
の
矢
と

し
て
策
定
し
た「
日
本
再
興
戦
略
」。
今
年

６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
２
０
１
６
年
版

で
は
、「
戦
後
最
大
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０

０
兆
円
」の
実
現
を
目
指
し
、
①
新
た
な

有
望
成
長
市
場
の
戦
略
的
創
出
、
②
人
口

減
少
に
伴
う
供
給
制
約
や
人
手
不
足
を
克

服
す
る「
生
産
性
革
命
」、
③
新
た
な
産
業

構
造
を
支
え
る「
人
材
強
化
」と
い
っ
た
課

題
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

政
府
は
、
今
後
の
人
口
減
少
社
会
を
見

据
え
、
強
い
経
済
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
生
産

性
を
よ
り
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と

を
一
貫
し
て
強
調
し
て
い
ま
す
。

働
く
方
に
と
っ
て
職
業
能
力
を
高
め
る

こ
と
は
、
仕
事
に
対
す
る
大
き
な「
や
り

が
い
」を
も
た
ら
し
、
ひ
い
て
は
自
ら
の

市
場
価
値
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
企
業
に
と
っ
て
人
材
育
成
へ
の

投
資
は
、
今
後
労
働
力
人
口
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
な
か
で
、
優
秀
な
人
材
の
確
保

に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。
短
期
的
な
コ
ス

ト
を
差
し
引
い
て
も
、
長
期
的
に
見
れ
ば

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
自
社
に
生
み
出
し
ま

す
。人

材
育
成
は
個
人
・
企
業 

双
方
の
競
争
力
を
高
め
る

２
０
１
３
年
の
独
立
行
政
法
人
労
働
政

策
研
究
・
研
修
機
構「
構
造
変
化
の
中
で

の
企
業
経
営
と
人
材
の
あ
り
方
に
関
す
る

調
査
」で
は
、
競
争
力
を
さ
ら
に
高
め
る

た
め
に
今
後
強
化
す
べ
き
事
項
と
し
て
、

「
人
材
の
能
力
・
資
質
を
高
め
る
育
成
体

系
」が
52
・
９
％
と
最
も
高
く
な
っ
て
お

り
、
人
材
育
成
は
企
業
経
営
上
、
大
変
重

要
な
課
題
と
い
え
ま
す
。

そ
こ
で
厚
生
労
働
省
で
は
、
従
業
員
の

職
業
能
力
の
開
発
・
向
上
に
取
り
組
む
事

業
主
や
、
意
欲
的
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
挑

戦
す
る
方
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
材

育
成
支
援
策
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
次

ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

Intro
duction

人
材
育
成
支
援
策
を
活
用
し
て 

生
産
性
を
向
上
さ
せ
よ
う

イラスト：© rudall30 - Fotolia.com（P8～P16）

特集人が育つ・職場が変わる

役立つ！
人材育成支援策

世界に先駆けて、日本は未曾有の少子高齢化時代に突入しています。
2008年をピークに人口減少が続くなか、我が国の経済が持続的に発展していくための施策として、
政府が掲げるのが「人材の強化」です。
企業にとっても、従業員の能力向上は、自社の競争力を高めるための重要な課題のひとつです。
そこで厚生労働省では、人材育成を積極的に進める事業主および
スキルを磨きたい方を対象とした支援策の活用を促しています。
11月は「職業能力開発促進月間」。
本特集では、実際に厚生労働省が進める人材育成支援策を実践する事例を交えながら、
そのメリットや実際の活用法について紹介していきます。

(C) 2016 日本医療企画.
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さらに！

使
っ
て
み
よ
う
！ 

支
援
策

Part 

1

訓
練
内
容
は
実
習
を
中
心
に 

組
み
立
て
ら
れ
て
い
る

在
職
者
訓
練
と
は
、
在
職
者
の
方
々
を

対
象
と
し
た
仕
事
を
遂
行
す
る
う
え
で
必

要
な
知
識
お
よ
び
技
能
・
技
術
の
向
上
を

図
る
た
め
の
短
期
間（
２
〜
５
日
間
）の
職

業
訓
練
で
す
。
訓
練
内
容
は
、
実
習
を
中

心
に
組
み
立
て
ら
れ
て
お
り
、
独
立
行
政

法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機

構
と
都
道
府
県
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

前
者
の
行
う
訓
練
は
、
も
の
づ
く
り
分

野
を
中
心
に
、
企
業
で
中
核
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
人
を
対
象
と
し
、
サ
ー
ビ

ス
・
品
質
の
高
付
加
価
値
化
や
業
務
の
改

善
・
効
率
化
に
つ
な
が
る
専
門
的
な
知
識

や
技
能
・
技
術
の
習
得
が
で
き
ま
す
。
た

と
え
ば
、「
難
削
材
の
切
削
加
工
技
術
」や

「
製
造
現
場
に
お
け
る
問
題
発
見
・
改
善

手
法
」と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。既
存
の
訓
練
コ
ー
ス
の
ほ
か
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
訓
練
も
あ
り
ま

す
。実

施
施
設
は
、
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
）、
職
業
能

力
開
発
大
学
校
・
職
業
能
力
開
発
短
期
大

学
校（
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
）で
す
。

後
者
の
行
う
訓
練
は
主
に
初
心
者
を
対

象
に
、
機
械
・
機
器
の
操
作
な
ど
の
習
得

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
訓
練
コ
ー
ス
と

し
て
は
機
械
加
工
科
や
機
械
製
図
科
、
建

築
科
、
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
な
ど
の
ほ
か
、

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
実
情
に
応
じ
て
観
光

ものづくりマイスターを活用してみませんか
国は、技能者育成を目的に中小企業に「ものづくりマイスター」を派遣して、若
手の技能者に実技指導を行う取り組みを実施しています。ものづくりマイスター
とは、ものづくり分野で1級技能士相当以上の指導経験豊富な熟練技能者のこと。
昨年度までに全国で7,225人が認定されています。指導する対象は造園や機械
加工、タイル張り、パン製造、自動車工、時計修理など112分野に及びます。
派遣コーディネートは各都道府県に設置されている地域技能振興コーナーが
行い、原則として派遣費用や指導にかかる材料費はかかりません（ただし規定の
範囲内）。派遣を希望する企業の皆さんは、地域技能振興コーナーにお問い合わ
せください。

ものづくりマイスターデータベース
ものづくり
マイスター

ものづくり
マイスター

ものづくり
マイスター

認定・登録

中央技能振興センター

実技指導

相談
派遣依頼

認定・登録実技指導

相談
派遣依頼

若年技能者の人材育成に
係る相談・援助

ものづくりマイスターの
派遣コーディネート

ものづくりマイスターの
認定申請書の受付

ものづくりマイスターの
認定

熟練技能者
（特級、一級、単一等級技能士など）

地域技能振興コーナー

企業等
業界団体
教育訓練機関

若年労働者
若年労働者
生徒

自
社
の
生
産
性
向
上
に
役
立
つ
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
訓
練
や
、

訓
練
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
な
ど
、

今
す
ぐ
使
い
た
い
支
援
策
の
内
容
や
お
問
い
合
わ
せ
先
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

支
援
策 
❶ 
在
職
者
訓
練

実
習
を
中
心
に 

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
訓
練
を
実
施

ビ
ジ
ネ
ス
科
や
陶
磁
器
製
造
科
な
ど
も
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
、
都
道
府
県
の
職
業
能
力
開

発
施
設
で
行
っ
て
い
ま
す
。

在
職
者
訓
練
を
詳
し
く
知
り
た
い
、
受

け
て
み
た
い
と
い
う
人
は
、
実
施
施
設
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
最
寄
り
の
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
・
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
、
各
都
道

府
県
能
力
開
発
主
管
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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　　  ▶▶	 役立つ！ 人材育成支援策特集

図表１　ものづくりマイスター制度の仕組み

(C) 2016 日本医療企画.




